
ハタチの山県市

令和５年７月１３日

報道関係者各位 山県市

（株）スーパーメイトによる

ＳＤＧｓと起業教育
７月１８日（火） １３時４０分～ 大桑小学校

山県市立大桑小学校（校長 杉山 正高 以下 当校）は、今年度「SDGsの視点を取り入
れた起業教育」を行っています。今回は、講師に（株）スーパーメイト（以下 同社）の社

員を招いて学習します。

今回の講師（株）スーパーメイトは、SDGsの視点からも示されている「環境に優しい」
「すべての人に優しい」製品作りを経営理念とする会社です。エコキャップを再利用して作

るバスケット開発や利便性の良いショッピングカート製品の開発をしています。また、同社

は収益の一部をワクチンとして寄付をしており、SDGsの達成目標の一つである「すべての
人に健康と福祉を」にも取り組んでいます。

今回の講義では、同社が起業した経緯や、環境問題を捉え工夫することで「環境問題を改

善できる起業」もあることを学びます。

さらに、子どもたちが今 SDGsの視点からできることとして、地域を巻き込みながらペ
ットボトルキャップ回収を行い、「すべての人に健康と福祉を」に協力していこうとする意

欲と行動力を高める契機とします。

場 所
山県市立大桑小学校 ５・６年生教室

（岐阜県山県市大桑２３８２番地１）

日 時 ７月１８日（火） １３時４０分～１４時２５分

主な参加者
講師 （株）スーパーメイト社員

大桑小児童（５・６年生）１４人と教職員

活動内容
・（株）スーパーメイト社員による講義

・子どもたちのディスカッション
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